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第303号　　　　　　　　　　　　　鋼飴の餅（2）

52　　輸　　孤　　弱　　56（年度）

繕駕∴猪擬∴網羅
2．781．230　　　3，003i826

2．600．飢7　　　2．918，408

昭和56年度　普通会計収入状況表

（△印はマイナス）

＜裏1＞

費　　　　　　目 �決　算　額 �対前年度 増∴減額 �構成比 
（千円） �（千円） �（％） 

1町　　　　　　　　説 �666，658 �92，512 �15．8 

2自動車重畳護卓説 �41．660 �9，261 �1．0 

3娯楽施設利用税交付金 �28．274 �4，155 �0．7 

4自動車取得税交付金 �36，255 �8，891 �0．9 

5地　方　交　付　税 �792，807 �112，542 �18．9 

6交通安全対箆特別交付金 �1．460 �△　　　　65 �－ 

7分担金及び負担金 �125，325 �24．628 �3．0 

8使用科及び手数料 �15．008 �1．723 �0．4 

9国　碑　支　出　金 �676．272 �84．456 �16．0 

10県　　支　　出　　金 �516，636 �410，574 �12．2 

11財　　産　　収　　入 �72，670 �26，507 �1．7 

12寄　　　附　　　金 �415，381 �400．935 �9．8 

13繰　　　入　　　　金 �40，000 �△135，000 �1．0 

14繰　　　　越　　　　金 �175，418 �1．700 �4．2 

15諸　　　　収　　　　入 �393．220 �145，399 �0．3 

16町　　　　　　　　償 �216．300 �△　62，900 �5．1 

歳　　入　　合　　計 �4，219，144 �1．125．318 �100．0 

（12月の行事）1　日　省　エ　ネ　ル　ギ　ー　の　目

昭
和
5
0
年
度
の
本
町
財
政
疎
慨
は
、

眠
和
5
5
年
度
に
引
続
き
、
地
方
財
政
の

危
機
が
叫
ば
れ
る
な
か
で
、
特
に
、
怒

勝
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
出
の
抑

制
に
つ
と
め
、
緊
縮
財
政
の
措
置
を
と

り
つ
つ
、
住
民
の
協
力
を
得
て
、
建
設

部
業
の
推
進
を
計
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
昭
和
粥
年
度
の
決
算
額

に
つ
い
て
は
、
昭
和
5
5
年
度
の
決
算
額

に
比
し
、
蔵
人
に
お
い
て
三
六
・
四

％
、
殿
田
に
お
い
て
三
五
・
二
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
昭
和
5
0
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
、
そ
の
顕
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
昭
和
5
6
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
四
十

二
億
一
千
九
百
十
四
万
四
千
円
、
歳
出

総
額
は
、
三
十
九
億
四
千
五
百
四
十
一

万
二
千
円
、
差
引
残
領
一
一
億
七
千
三
百

七
十
三
万
一
一
千
円
（
内
約
繰
越
額
、
一

低
九
千
九
百
三
十
九
万
九
千
円
）
が
、

昭
和
5
7
年
度
へ
繰
越
し
と
な
っ
て
い
ま

す。

収

入

の

状

況

轡
通
会
計
の
蔵
人
総
額
は
、
四
十
二

億
一
千
九
百
十
四
万
四
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
十
一
億
二
千
五
百
三
十
一
万
八

千
円
と
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
は
、
表
l
の
と
お
り
で

地
方
交
付
税
（
全
休
の
一
八
・
九
％
）

が
巌
も
多
く
、
次
に
国
庫
支
出
金
（
一

六
％
）
、
町
税
（
一
五
・
八
％
）
の
頓

と
な
っ
て
い
ま
す
。

支

出

の

状

況

議
出
総
額
は
、
三
十
九
億
四
千
五
百

四
十
一
万
二
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
十

億
二
千
七
百
万
四
千
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
性
質
別
の
内
訳
は
、
表
2
の
と

お
り
で
あ
り
、
消
費
的
経
費
が
三
一
二

四
％
、
投
資
的
経
費
が
四
一
・
五
％
、

そ
の
他
経
費
が
二
六
・
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
建
設
事
業
は
、
別
表
（
四
ペ
ー

ジ
）
の
と
お
り
で
す
が
、
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
、
さ
か
い
用
改
修

工
郭
、
前
川
排
水
路
改
修
工
事
の
他
、

河
川
、
橋
梁
、
道
路
改
良
舗
猿
等
の
整

備
が
主
な
譲
葉
で
あ
り
ま
す
。



（3）公⑰西め紺　　　　　　　　　　　　　　　第303号

昭和50年度普通会計性質別内訳

消 ∴三三∴二三∴∴∵∴ 

∵∵∵∴‾÷∴∴： ’里　親霊魂014総源議 

響災薄他の軽質　　畿％， 
L一旦塑＿　」！」型一一一 

性質別支出状況表

区　　　分 �決算額 （千円） �樅成費 （％） 

人　　件　　費 �445，907 �11．3 8．6 

物　　件∴∴費 �340，130 

維持補修費 �14，198 �0．4 

扶　　助∴∴奨 �254，495 �6．4 

補　助　費　等 �224，570 �5．7 

公　　債∴∴費 �460，867 �11．7 

横∴二正　　金 �519，869 �13．2 

技賀出資 及び貸付金 �33，090 �0．8 

繰　　出　　金 �18，000 �0．4 

1，446，721 �36．7 

災害復旧肇業費 �67，198 �1．7 

失業対策事業費 �120，367 �3．1 

合　　　　計 �3，945，412 �100．0 

一般会調書民負担の状況　＜表2＞

昭和56年度　普通会計支出状況表

費　　　目 �決算額 （千円） �対前年度 増減額 （千円） �構成費 （％） 

1議　会　費 �58，920 �△　2，655 �1．5 

2総∴務∴費 �814，787 �475，252 �巳0●6 

3民　生　費 �376．014 �53，187 �9．5 

4街∴生　費 �128．849 �13．267 �3．3 

5労　働　欝 �299，773 �185．548 �7．6 

6農林水産業費 �501，214 �361，801 �12．7 

7商　工　費 �12．680 �△　　　44 �0．3 

8土　木　賞 �779，258 �362，252 �19．8 

9消　防　費 �88，911 �13．250 �2．3 

10教　育　費 �356，908 �△512．258 �9．0 

11災薯復旧費 �67，198 �59，478 �1．7 

12公　債∴費 �460，900 �18，283 �11．7 

13話支　出　金 �0 �△　　357 � 

14予　備　費 � � � 

歳　出　全　部 �3，945，412 �1，027，004 �100．0 

1日　ハ　イ　パ　ワ　ー市民　ラ　ジ　オ撲滅旬間（　一10日）



第303号　　　　　　　　　　　　　　　　塵㊥筒の彿（4）

国民健康保険専業特別会計

昭和56年度の国民健康保険事業特別会計は、達人総額四億

九千二十四万円、歳出総額四億六千九百五十二万七千円で

前年度と比較して、歳入で7．8％、戯曲で11．5％の増となっ

ています。

戴人の捕虜比では、園庭支出金58．9％、国保税27．5％、繰

越金9．5％が主と怠り、歳出では、保険給付竣91．5％、総務

費3．8％、その他4．7％と在っています。

（1千万円）

勘定科　目 �歳　　入 �歳　　出 

12，326 �5．961 

家畜共済勘定 �1．138 �874 

莱∴務∴勘　定 �17，279 �15．581 

計 �30．743 �22．416 

昭和56年度実施の主要建設事業

（単位　千円）

再∴∴∴∴襲　　　名

勤労者体育センター建設工事

さ　か　いIIi　改　修　工　事

前　川　排　水　路　改　修　工　事

広　波∴排　水　路　改　修　工　事

山手線道路及び白水川河川災害徹日工事

狭間・美原線道路改良舗装工事

木守下排水路改良工事

基朋辺道路舗装工事（総意轍

単ケ滞京線、江ノ上牟田口2号線舗装工事

木　守　橋　架　暫　工　事

島　津∴橋　架　替　工　垂

絨洋装及び遼墟錯雑工事
団体蛍かんがい排水（屋戸川水路）工事

山　田　川　排　水　路　工　事

観　ノ　目　公　園　設　置　工　事

洩　木　排　水　路　経　信　工　事

国保会計の税負担と給付の状況

被保険者1人当り　　被保険者1世話当り

年末年始における犯罪及び事故の防止（　一1月）
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（5）㊨㊥西の彿　　　　　　　　　　　　　　　第303号

年金手帳は大切に

一31日）

曽
害
霊
登
策
茶
番
禽
寧
黄
葉
雷
宝
達
蛋
蚤
呑
み
年
輩

鵬

　

国

　

民

　

年

　

金

　

舗

装
語
宝
芸
貴
意
専
専
ゼ
寄
書
で
霊
芸
貴
意
蜜
豆
呼
母

3
5
歳
∵
を
過
ぎ
た
ら

も

う

間

　

に

（
同
）
私
は
3
6
歳
と
〓
カ
月
の
自
営
業

で
す
。
年
金
を
パ
カ
に
し
て
加
入
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
、
し
き
り
に

年
金
、
年
金
と
い
わ
れ
る
の
で
気
に
な

り
加
入
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
3
5
歳
の
う
ち
に
入
っ
て
い
な
い
と

タ
メ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ど
う
に
も

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
答
）
　
い
ま
す
ぐ
手
続
き
を
す
れ
ば
、

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
本
当
は
、
3
5
歳

ま
で
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る
の
か
無

難
な
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
国
民
年

金
の
老
齢
年
金
を
も
ら
う
に
は
、
5
9
歳

ま
で
の
泌
年
間
、
続
け
て
保
険
料
を
納

め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ

の
た
め
に
は
、
逆
算
す
る
と
、
3
5
歳
の

加
入
　
は

合
わ
　
な
　
い
　
か
　
？

と
き
に
加
入
し
て
や
っ
と
怨
年
間
と
い

う
期
間
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
3
6
議
n
カ
月
で
も
，
ま
だ

間
に
合
う
〟
と
い
う
の
は
、
滞
納
し
て

い
る
保
険
科
を
納
め
ら
れ
る
の
は
さ
か

の
ぼ
っ
て
二
年
間
ま
で
と
い
う
き
ま
り

が
あ
り
（
そ
れ
以
上
は
納
め
た
く
て
る

受
け
つ
け
ら
れ
な
い
）
、
そ
れ
を
当
て

は
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま

り
、
3
5
歳
か
ら
3
6
韻
が
終
わ
る
ま
で
の

閲
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
ど
う
に
か
救
わ
れ
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
な
た
の
よ
う
に

当
然
加
入
の
被
保
険
者
の
場
合
は
、
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

町
民
皆
走
ろ
う
を
目
標
に
、
町
民
の
間
に
体
育
ス
ポ
ー
ツ
を
振
期
し
、

健
康
で
明
る
い
社
会
生
活
の
樹
立
に
寄
与
す
る
謡
を
目
的
と
し
て
、
次
の

と
お
り
走
ろ
う
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
ゆ
と
り
が
な
い
。

ど

う

す

れ

ば

よ

い

か

？

（
間
）
　
自
営
業
を
営
む
3
3
歳
の
者
で

す
。
収
入
は
わ
ず
か
で
、
妻
子
四
人
の

生
活
は
苦
し
く
、
保
険
料
を
払
う
余
裕

も
な
く
、
私
も
妻
も
加
入
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
加
入
し
な
い
と
年
金
が

出
な
い
と
き
い
て
お
り
心
配
で
す
。
何

か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

（
答
）
あ
な
た
は
、
本
来
、
当
然
加
入

の
対
象
者
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
す

と
、
あ
な
た
も
奥
さ
ん
も
将
来
、
年
金

が
出
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
す
く
に
加
入
の
手
続
き
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。
被
保
険
者
は
、
保
険
料
を
納

め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
経

済
的
な
理
由
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合

に
は
、
申
請
を
出
し
、
認
め
ら
れ
れ

ば
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま

す。
こ
れ
を
「
申
謂
免
除
」
と
い
い
ま

す。

こ
の
ほ
か
、
⑪
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
、
②
国
民
年
金
の
障
害
年
金
（

障
害
福
祉
年
金
も
含
む
）
、
母
子
福
祉

年
金
、
準
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
人
、
③
ら
い
予
防
法
の
援
助
を
受
け

て
い
ろ
人
な
ど
は
、
当
然
に
免
除
さ
れ

ま
す
。
（
届
出
は
必
要
）
　
こ
れ
を
「
法

定
免
除
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
免
除
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
を

計
算
す
る
場
合
に
は
、
保
険
料
を
納
め

た
場
合
の
三
分
の
一
の
割
合
の
計
算
と

な
り
、
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

も
し
、
将
来
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た

場
合
に
は
、
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で
，
追

納
〟
　
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
追
納
し
た
場
合
は
、
免
除
を
受
け

な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
年
金
額
が
計

算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
追
納
で
き
る

の
は
、
追
納
す
る
時
点
か
ら
十
年
以
内

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
主
　
催

▽
主
　
管

∇
日
　
時

▽
集
合
場
所

▽
極
　
目

⑤
男
　
子

小
学
生
五

高
校
生

遠
賀
町
体
育
協
会

教
育
委
員
会

遠
賀
町
陸
上
競
技
協
会

昭
和
5
7
年
1
2
月
1
9
日
（
日
）

開
会
式
　
1
3
時
1
5
分

ス
タ
ー
ト
　
1
3
時
5
0
分
か

ら
各
鳥
別

島
門
小
学
校

①
小
学
生
三
・
四
年
②

・
六
年
　
⑤
中
学
生
　
④

⑤
2
9
戯
以
下
　
⑥
5
0
戯
－

3
9
歳
　
⑦
4
0
歳
－
4
9
歳
　
⑨
5
0
載
～

5
0
識
　
⑨
0
0
歳
以
上

③
女
　
子
　
①
小
学
生
三
・
四
年

⑪
小
学
生
五
・
六
年
　
⑨
1
9
歳
以
下

⑭
2
0
歳
～
2
9
載
　
⑧
3
0
歳
～
3
9
歳

⑥
4
0
歳
以
上

▽
走
魔
離

2
慮
　
小
学
生
男
女

4
・
8
展
　
中
学
生
以
上

▽
コ
ー
ス

2
品
∴
緑
光
苑
～
尾
崎
折
返
し

4
・
出
血
∴
緑
光
苑
～
尾
崎
－
別
府
周
回

∇
資
　
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
。
年
齢
区
分
は
1
2
月
1
9

口
現
在
の
満
年
齢
に
よ
る

▽
参
加
料
　
小
・
中
学
生
　
無
科

前
校
生
　
百
円

一
般
　
二
百
円

▽
締
切
日
　
1
2
月
6
日
（
月
）
ま
で

準
備
の
都
合
上
、
締
切
後

の
受
付
は
行
わ
な
い
。

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

㊨
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

▽
参
加
上
の
注
意
頭
項

。
自
分
の
健
康
状
態
を
よ
く
考
え
る

こ
と
。
（
未
成
年
者
は
保
艶
者
と

相
談
の
う
え
参
加
の
こ
と
）

o
走
者
は
道
路
中
央
線
か
ら
右
に
出

な
い
よ
う
に
走
る
こ
と
。

。
競
技
中
の
郵
政
に
つ
い
て
は
、
応

急
処
髄
は
主
催
者
で
行
う
が
、
以

後
の
処
覇
に
つ
い
て
は
各
自
で
行

・
つ
こ
と
C

。
走
っ
た
後
は
、
体
が
冷
え
る
の
で

着
替
え
を
用
意
す
る
こ
と
。

な
お
、
当
日
の
午
前
中
は
、
「
第
8

回
公
民
館
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
を
緑

光
苑
～
尾
崎
～
別
府
バ
イ
パ
ス
周
回
コ

ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

（動運あ＋
ノすた末歳目
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な

し＿～＿～＿．．＿～＿一二三二三．．

食　品　の

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

明
る
い
お
正
月
を

1
2
月
1
日
～
2
0
日

昭
和
2
6
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
こ

の
連
動
も
、
今
回
で
三
十
二
回
を
数
え

る
こ
と
に
な
り
、
本
年
も
ま
た
師
走
の

風
と
と
も
に
全
国
各
地
で
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

本
町
で
も
1
2
月
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で

「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
正
月
を
前
に

恵
ま
れ
な
い
方
々
や
遠
賀
町
か
ら
県
内

の
あ
ら
ゆ
る
施
設
に
入
国
さ
れ
て
い
る

方
、
心
身
輔
雷
児
着
筆
に
、
皆
様
方
の

暖
か
い
義
援
金
を
お
配
り
す
る
よ
う
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
善
意
に
よ
る
寄
付
金
昨

年
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町

e
義
援
金
総
額

二
十
九
万
六
千
三
百
九
十
八
円

。
配
分
先

施
設
入
所
者
（
十
七
施
設
）

十
一
万
千
三
百
九
十
八
四

一
人
幕
ら
し
の
老
人
（
曲
名
）

一
万
円

母
子
・
児
韮
・
特
発
受
給
者（七十名）

十
七
万
五
千
円

全
国
　
　
　
グ
ラ
フ
を
参
照

先
月
、
柳
川
で
白
秋
祭
の
詩
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
今
年
も
遠
賀
中

学
校
は
よ
い
成
談
を
あ
げ
三
席
に
一

名
、
佳
作
に
二
名
入
選
し
ま
し
た
。

。
題
「
ひ
と
り
で
は
」

一
二
　
席
　
三
年
∴
波
田
陽
子
さ
ん

o
題
「
空
し

佳
　
作
　
三
年
　
森
田
久
美
子
さ
ん

。題「洗礼」

佳
　
作
　
三
年
　
小
林
久
美
さ
ん

三
席
入
選
の
波
田
さ
ん
は
、

「
「
三
席
に
入
賞
し
た
よ
」
と
先
生

か
ら
聞
い
た
時
、
誕
生
日
と
重
な

り
、
二
重
の
菖
び
で
し
た
。
ま
た
機

会
が
あ
っ
た
ら
、
暫
き
ま
す
。
」
と

感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
で
は
」

子隅田
茸
波

ひ
と
り
で
は

何
も
で
き
な
い
私
。

た
と
え
ば
駅
前
の
自
転
車
隙
き
場
。

一
台
の
自
転
車
に
ハ
ン
ド
ル
を

ぶ
つ
け
た
時
。

十
台
余
り
の
自
転
車
が

将
棋
倒
し
に
な
っ
た
。

〝
憩
い
事
を
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
し
よ
う
　
…
・
〃

心
と
は
製
肱
に
一
台
の
自
転
車
だ
け

を
も
と
に
も
ど
し
た
。

〟
は
す
か
し
い
〟
と
っ
さ
に
そ
う
思

っ
た
。
周
り
の
人
が
み
ん
な
見
て
る

の
で
9
知
っ
て
い
る
人
が
来
そ
う
た

っ
た
か
ら
？

あ
の
時
、
誰
か
と
二
人
で
い
れ
ば

文
句
を
言
っ
て
は
ず
か
し
さ
を

ご
ま
か
し
て

全
部
の
自
転
車
を
な
お
し
た
だ
ろ
う

そ
う
二
人
で
い
れ
ば
。

た
と
え
ば
貰
い
物
を
頼
ま
れ
た
時
。

友
達
を
誘
っ
て
も
誰
も
行
か
な
か
っ

た
の
で
ひ
と
り
で
行
っ
た
買
い
物
。

食
料
品
売
り
捌
に
行
く
の
か
は
ず
か

し
く
て

お
母
さ
ん
の
あ
き
れ
た
顔
を
承
知
で

五
十
円
の
ガ
ム
を
一
つ
買
っ
て
帰
っ

た。あ
の
時
、
友
達
と
い
れ
ば

お
肉
で
も
お
魚
で
も
、
冷
凍
食
品
で

も
何
で
も
貰
っ
て
掃
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
ま
ま
私
は
、
ひ
と
り
で
は
何
も

で
き
な
く
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
か
。

過
保
護
で
甘
や
か
し
す
ぎ
て
育
っ
た

，こ世
間
に
い
わ
せ
た
ま
ま
。

自
立
心
の
か
け
て
い
る

主
体
性
が
な
い

た
だ
の
無
気
力
な
小
娘
だ
と
は

思
わ
れ
た
く
な
い
。

微
温
的
な
環
暁
に
も
ま
け
ず

主
張
を
も
ち
た
い
。

そ
う
思
う
心
か
け
か
ら

私
の
自
立
心
は
確
立
す
る
の
で
は

いか。
ひ
と
り
で
は
、

何
も
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、

何
も
し
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
う
、
ひ
と
り
で
は
。

問日
‥繍頂斉末年
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由　明　博
美　実　数

速　　　　　　　　了

花小木　上泉　質　水薬神子　富
田　林藤　原　原　川　上　日　展　迫賛
美　　　　夕　浩
慰安昌　番大　　和芳秀文
子志代里郎　　昭　浩一子

道　　旧
山　田　　井　　松
口　中　奮　口　仰　木

美　強∴∴秀　　多
枝行　　則　　代

和　俊
信雄

中　宮　　　　滅妹洗
林我　　　　口　尾

春　雲を∴∴∴索　芳光
奈　和　　　　境目開館

雷舜患戴鷲論纂莞
吉男　　隆匡康英敏∴∴春　　和
子彦　　之人語治光　　美昇江

水　日　　　　向　鶴高　岡　　樋末　木
口　木　　　　井　田　岡　崎　　口　松佐

菜
一　洋　　　　啓博倫　孝　　明義認
恵子　　　　治文央一　　親仁　子

南榎　　村　中　自　岩
崎木　　田　患　木見

眞
勝∴∴∴∴芳　由　利滴
彰果　　信　実　典和

4　日　舘　34　回　人　権　週　間

1
月
1
5
日
は
「
成
人
の
R
L
で
す
。
「
お
と
な
」
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
新
成
人
の
方
々
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
遠

賀
町
で
も
記
念
行
謡
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
（
昭
和
3
7
年
4
月
2
ロ
ー
3
8
位

4
月
1
日
の
問
の
出
生
者
）
を
調
査
し
、
日
月
1
日
現
在
で
次
の
通
り
記

載
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
転
入
さ
れ
た
方
、
歌
謡
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

識
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
面
倒
な
が
ら
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
∴
詣
（
2
9
3
）
1
3
5
5
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
学
生
の
方
で
遠
賀
町
に
住
所
が
な
く
て
、
冬
休
み
で
帰
郷

き
れ
る
方
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

大
場
∴
信
二

大
田
照
美
湖

中
中
原
弘
想

正
司
　
浩
二

刀
棋
∴
麟
福

永
田
　
浦
一

千
代
丸

木
膜
　
質
二

脂
　
摘
鵬
悌
　
　
若
大
綱
俊
彰

弼
　
男
女
計
∴
∴
鱒」

ハ
エ
ノ

鬼
　
津

井
口
　
浩
奉

書
月
久
美
子

二
村
　
浩
幸

二
村
　
純
子

尾
　
崎

声
馬
　
義
裕

高
崎
ひ
と
み

壁
穏
∴
∴
洋

林
　
実
利
子

別
　
府

石
田
　
哲
也

舛
添
∴
秀
胴

入
江
ゆ
か
り

新
涼
千
恵
美

山
口
　
　
舞

小
田
　
優
子

薬
　
由
美
子

二
村
　
公
成

高
崎
　
巧
児

種
田
　
由
美

中
西
　
晴
美

吉
田
　
文
昭

大
石
　
正
博

平
野
　
美
紀

本
田
　
尚
大

町
田
島
　
階
調

中
村
真
由
美

増
田
　
千
誅

大
場
知
恵
美

岡
　
　
照
影

小
森
　
正
男

陣
屋
　
所
信

中
井
∴
而
矢

八
滋
　
広
為

吉
田
　
消
秀

小
西
　
敏
光

柴
田
　
秀
則

永
溜
　
純
一

井
上
み
ゆ
き

岡
崎
∴
義
美

甲
山
　
桂
子

近
松
留
美
子

服
部
　
広
之

平
野
　
恭
美

山
日
　
　
馬

末
増
　
　
徴

野
田
　
澤
一

山
之
内
寛
美

松
ノ
本

浅
尾
　
晃
通

坂
本
　
綬
治

柴
田
　
延
美

寵
橋
百
合
子

村
上
　
申
書

上
別
府

岩
崎
　
公
彦

南
棟
佐
和
子

若
葉
台

有
田
　
政
弘

西
　
町

大
山
志
津
代

東
田
　
美
加

東
　
町

水
上
　
由
超

木
村
∴
∴
晃

和
田
　
浦
美

小
林
　
　
宏

酒
井
　
純
一

波
田
由
啓
子

三
角
　
和
代

岡
野
　
敬
子

桝
田
　
京
子

上
口
　
利
春

桓
口
　
早
薗

井
上

下
地

谷
本

白
水
寮

中
　
央

天
野
　
智
晶

川
野
　
宗
司

中
山
美
紀
子

村
本
慶
次
郎

村
上
真
理
子

渡
部
　
裕
美

マ
ー
ク
ス
工
業

大
山
　
圭
一

渋
　
木

有
害
み
ど
り

一
団
　
京
子

坂
田
　
正
則

仲
野
由
紀
夫

野
口
　
正
芳

宮
下
　
明
美

森
永
恵
美
子

大
洋
工
業

松
本
　
正
広

東
和
苑

伊
計
　
武
賭

石
田
美
智
子

板
倉
　
　
誠

奥
野
か
お
り

島
田
　
伸
二

田
代
由
香
里

中
原
由
美
子

濱
村
　
面
子

福
原
　
章
子

山
口
　
幸
徳

木
　
中

荒
井
き
よ
み

近
藤
　
修
司

嶋
田
　
幸
子

長
谷
川
道
明

老
　
良

今
里
　
恵
美

添
田
恵
理
子

池
田
　
朗
雄

池
主
　
和
久

小
用
　
広
美

坂
本
百
合
枝

須
ケ
原
義
士

武
谷
　
和
枝

西
浦
八
重
子

瀬
田
多
洋
子

前
田
　
永
子

績
山
み
ど
り
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相
手
の
立
場
を
考
え
て
避
か
な
人
間

関

係

を

1

1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
の
一
週
間

は
「
人
橘
週
間
」
で
す
。

〝
入
稿
〟
と
言
う
と
、
何
か
難
し
い

も
の
と
考
え
か
ら
で
す
が
、
決
し
て
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
社
会
の
な
か
で
幸
福
な
生

活
を
常
む
た
め
に
必
要
な
人
間
と
し
て

の
当
然
の
権
利
　
－
　
そ
れ
が
人
権
で
す

そ
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

人
権
相
談
所
開
設

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
聞
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
1
2
月
1
0
日
（
金

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
相
談
内
容
　
人
権
問
題
、
不
動
産
、

戸
籍
、
相
続
、
金
銭
貸
借

問
題
等
の
心
配
こ
と

よ
　
い
　
環
境

こ
ん
な
話
を
き
き
ま
し
た
。

あ
る
子
ど
も
が
、
家
族
と
一
し
ょ
に

じ
た
く
　
　
ゆ
う
ら
こ
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
か
○

自
宅
で
夕
食
の
と
き
、
親
と
同
和
問
題

を
話
題
に
し
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

子
ど
も
は
、
学
校
で
部
落
の
歴
史
を

正
し
く
学
び
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
同
和
教
育
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て

同
和
地
区
も
一
般
地
区
も
か
わ
り
な
い

こ
と
を
父
に
話
し
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
父
は
、
同
和
地
区

に
対
す
る
前
々
か
ら
の
根
強
い
偏
見
、

つ
ま
り
、
か
た
よ
っ
た
正
し
く
な
い
考

を
ー
∴
∴
㈲

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
た
め
に

も
、
同
和
対
策
郵
業
は
同
和
地
区
の
生

で
い
じ
中
人
　
こ
う
じ
よ
ー

活
水
準
の
向
上
を
は
か
っ
て
、
一
般
地

区
と
の
格
差
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
す

わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
商
い
水
準

に
も
っ
て
い
か
な
く
て
は
、
す
ぐ
格
差

が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
の
社
会

l
O
e
と
く
　
は
つ
て
ん
　
　
へ
人
ら
印
∴
∴
∴
あ
ー
ー
録
∴
∴
∴
∴
ト
言

の
急
速
な
発
展
や
変
化
を
見
通
し
た
対

策
で
な
け
れ
ば
、
同
和
地
区
は
ふ
た
だ

同
和
地
区
は
や
は
り
一
般
と

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
〟
基
本
的
　
▽
相
談
員

人
権
〟
は
、
態
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

人
権
は
わ
た
し
た
ら

人
権
擁
護
委
員
、
福
岡
法

務
局
北
九
州
支
局
職
員

違
う
所
だ
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

数
日
た
っ
て
、
そ
の
手
は
同
和
地
区

の
友
達
の
所
へ
遊
び
に
行
っ
て
自
分
の

目
で
部
落
の
実
態
を
な
か
め
、
そ
の
貧

じ
エ
ー
玉
言
．
∴
か
‥
く
　
　
そ
：
ま
つ

し
い
状
態
、
家
屋
の
粗
末
な
よ
う
す
な

に
と
っ
て
言
わ
ば
水
や

痩
気
の
よ
う
な
も
の

1
－
－
。
侵
さ
れ
て
そ
の

大
切
さ
に
気
付
く
前
に

日
ご
ろ
か
ら
大
硲
の
尊

重
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
を
考
え
て
お
き
ま
し

よ
，
つ
o

一
ど
を
見
て
、
「
や
は
り
父
の
い
う
の
か
本

五
㌢
そ
み
た
り
し
た
そ

一
　
こ
れ
は
、
も
う
大
分
前
の
話
で
す
か

た
い
き
く
L
A
 
S
か
い
と
）
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
り

一
周
和
対
策
審
議
会
答
申
の
い
う
、
心
理

一

て

‘

s

べ

つ

　

じ

っ

た

い

て

も

　

　

、

人

が

か

人

け

い

一
的
差
別
と
実
態
的
差
別
の
因
果
関
係
を

二
が
す
ひ
と
つ
の
例
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

び
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

－
1
－
0
　
　
－
　
　
0
　
　
－

同
和
対
策
部
業
に
よ
っ
て
同
和
地
区

の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
こ
と
は
、
地

区
の
人
び
と
に
幸
福
を
も
た
ら
す
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
町
民

全
体
の
幸
福
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
は
、
部
落
差
別
が
な
く
な

こ
く
入
人
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
L
O
て
ら
り
ん
り

る
こ
と
は
、
国
民
全
体
の
民
主
的
権
利

が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
市

町
村
の
人
び
と
が
明
る
く
、
平
等
な
人

権
尊
重
の
立
場
に
た
っ
た
生
活
を
お
く

ろ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

古
く
か
ら
、
わ
が
国
に
は
、

「
隣
の
家
に
倉
が
建
て
ば
腹
が
立
つ
。
」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
他
人
が

よ
く
な
る
こ
と
が
鯛
に
さ
わ
る
と
い
う

心
理
を
表
わ
し
て
い
ろ
た
と
え
と
思
わ

れ
ま
す
。
人
が
何
か
少
し
で
も
幸
福
に

な
ろ
う
と
す
る
と
足
を
ひ
っ
ぼ
ろ
う
と

す
る
態
度
が
多
く
の
人
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
す
な
わ
ち

「
上
み
て
く
ら
す
な
下
み
て
く
ら
せ
。
」

と
い
う
江
戸
時
代
か
ら
の
意
識
が
流
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
都
藩
は
自
分
た
ち
よ
り
低
い
所
に
あ

る
の
た
。
」
と
い
う
差
別
憑
誠
が
、
逆
差

別
と
い
う
誤
っ
た
考
え
方
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
ひ
と
つ
大
切
な
こ
と
は
、
い
く

ら
同
和
地
区
に
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
現

境
が
改
善
さ
れ
て
い
っ
て
も
、
差
別
の

本
質
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
し
っ
か
り
見

つ
め
、
そ
の
対
策
を
し
な
い
限
り
部
落

差
別
は
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
差
別
の
本
質
を
と
ら
え
る
と
き
に

同
和
事
禁
と
と
も
に
同
和
教
育
の
重
悪

さ
が
痛
感
さ
れ
る
の
で
す
。

目の者害障日9



（9）的西の餅　　　　　　　　　　　　　第303号

相
　
　
撲

ト
ン
ト
つ
、
ト
ン
ト
コ
触
れ
太
鼓
の

音
と
典
に
1
4
日
か
ら
大
相
撲
九
州
場
所

が
禰
博
の
町
に
始
ま
っ
た
。

相
談
フ
ア
ン
の
方
に
は
テ
レ
ビ
中
継

で
相
撲
一
口
メ
モ
が
あ
り
、
御
椰
通
の

こ
と
と
思
う
が
、
当
地
関
係
の
こ
と
も

併
せ
記
し
て
み
よ
う
。

相
撲
の
お
こ
り

相
撲
に
類
す
る
競
技
が
、
世
界
の
各

地
で
、
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
発
納
品
な
ど
に
証
明
さ
れ
て

い
る
。
梵
語
の
ゴ
タ
パ
ラ
を
中
国
で
洪

訳
し
て
相
撲
と
い
う
語
で
表
現
し
、
こ

れ
が
わ
が
国
に
伝
わ
る
と
、
以
前
か
ら

あ
っ
た
「
争
い
」
　
「
抵
抗
」
な
ど
を
憩

味
す
る
大
和
こ
と
ば
の
「
す
ま
ひ
」
　
「

す
ま
ふ
」
に
、
あ
て
ら
れ
た
と
い
う
。

相
撲
競
技
の
団
体
を
大
別
し
て
、
職

業
相
撲
と
ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
が
あ
る
が

こ
の
ほ
か
に

神
事
相
撲
－
古
く
か
ら
細
社
に
伝
わ
る

儀
礼
的
な
相
談
。

土
地
相
撲
－
草
相
撲
と
い
わ
れ
る
も
の

で
農
漁
村
、
地
方
都
串
に
お
け
る

も
の
で
子
供
相
撲
な
ど
も
含
め
て

今
日
も
盛
況
を
み
せ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）

浅
木
神
社
の
役
次
第
の
事
に
す
ま
い
（

相
撲
）
次
第
が
あ
る
。

一
、
一
番
　
ひ
ろ
か
ね
さ
だ
光

二
　
二
蕃

一
、
三
番

一
、
四
番

一
、
五
番

一
、
六
番

一
、
七
番

二
郎
丸
の
り
か
ど

つ
ね
む
ね
乗
用

つ
ね
も
り
と
も
ひ
ろ

な
か
む
ね
末
つ
ぐ
し
げ
と

み田
中
殿
の
き
ん
さ
い

と
も
か
ね
か
ま
だ

一
、
八
番
　
つ
ね
さ
だ
三
田
分

二
九
番
　
し
け
や
す
む
ね
ひ
さ

一
、
十
番
　
金
丸
大
江
良

以
上
の
取
組
で
地
区
対
抗
（
上
、
中

下
底
井
野
や
老
良
等
を
含
む
）
が
あ
っ

た
こ
と
が
謡
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
力
士
の
名
の
り
を
四
股
名
と

い
う
。
四
股
と
は
酸
の
御
楯
の
説
か
ら

出
て
強
い
意
味
で
あ
る
が
、
木
守
井
手

神
社
土
俵
甥
に
、
木
守
出
身
の
力
士
名

が
額
に
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
も
し
ろ
い

革
相
撲
の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

える。化
粧
ま
わ
し

十
両
以
上
の
力
士
が
、
土
俵
入
り
な

ど
の
時
に
つ
け
る
ま
わ
し
を
化
粧
回
し

と
い
い
、
は
じ
め
は
膝
の
あ
た
り
ま
で

窺
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
天
明
年
間
（

一
七
八
一
－
一
七
八
九
）
　
の
こ
ろ
に
、

現
在
と
同
じ
足
首
ま
で
の
技
さ
に
な
っ

た
。
色
地
は
、
古
く
は
ビ
ロ
ー
ド
、
藤

沙
な
ど
を
用
い
だ
が
、
現
在
で
は
評
多

絨
・
西
陣
織
が
主
流
で
、
襲
地
に
金
網

縁
飾
り
に
金
糸
を
用
い
る
。

さ
が
り
は
、
ま
わ
し
の
下
に
さ
が
っ

て
い
る
細
い
棒
状
の
も
の
で
、
〆
純
に

似
せ
て
お
り
、
普
通
十
七
本
以
上
で
奇

数
に
限
ら
れ
て
い
る
。

写
真
「
一
つ
森
」
と
は
何
時
頃
の
人

か
不
明
で
あ
る
が
、
北
海
道
出
身
者
で

あ
ろ
う
か
9
　
　
　
（
市
野
千
年
）

次
の
皆
様
か
ら
中
央
公
民
錦
岡
棲
垂

と
民
俗
資
料
館
へ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図
　
書
　
の
　
寄
　
贈

片
山
　
武
司
様
（
木
　
守
）

田
口
　
法
継
様
（
遠
賀
川
）

田
中
　
明
美
様
（
上
別
府
）

中
原
三
十
四
様
（
木
　
守
）

木
村
　
感
夫
嫌
（
木
　
守
）

民
俗
資
料
館
　
へ

。
竹
製
の
飯
ひ
っ

阿
河
　
成
重
殺
（
浅
　
木
）

マ
マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
結
果

遠
増
刷
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
で

は
、
昭
和
卵
年
度
マ
マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
大
会
後
期
リ
ー
グ
戦
を
、
八
チ

ー
ム
参
加
の
も
と
で
8
月
－
1
0
月
の
閉

廷
二
十
六
試
合
、
納
入
ら
し
い
熱
気
あ

ふ
れ
る
好
試
合
を
行
い
、
多
数
の
応
援

の
も
と
に
m
月
鉛
白
閑
雅
し
ま
し
た
。

績
柴
は
松
ノ
木
ク
ラ
ブ
（
監
督
　
柴
田

誠
一
）
が
優
勝
、
広
渡
ク
ラ
ブ
（
監
督

武
広
博
一
）
が
準
優
勝
し
そ
れ
ぞ
れ
賞

状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

優
　
勝
　
松
ノ
本
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
広
渡
ク
ラ
ブ

三
　
伯
　
旧
停
ク
ラ
ブ

◇
オ
ー
ル
遠
賀
女
子
ソ
フ
ト
ク
ー
フ

ブ
員
募
集
◇

本
選
投
で
は
、
オ
ー
ル
遠
賀
女
子
ソ

フ
ト
ク
ラ
ブ
員
（
オ
フ
シ
ャ
ル
ル
ー
ル

3
号
球
使
用
）
を
製
菓
し
て
い
ま
す
。

加
入
希
望
者
は
、
1
2
月
2
5
日
ま
で
に
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
努
∴
簗
i
　
紛
議
以
上
の
女
子
（
学
生

は
除
く
）

▽
申
込
光
及
び
聞
合
先

松
ノ
木
　
柴
田
昭
徳
（
本

連
盟
郵
務
局
）

㊨
（
2
9
3
）
　
1
0
1
5

デ安保者費消スガPL日0
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∴∴ 

∴一∴十十十 �（簾／ 
∴． 塑細腰甲霊窯業 ��／ 誌鶴田闘 

i／i　確 

みごとな菊の花にミうっとり、
役場玄関細こ展示された美しい菊の花。10月末から今月細目

まで町内の菊の愛好者による展示会が開かれ、毎日多くの見物

人でにぎわいました。　　　　　　　（11月11日撮影）

感謝しよう　税のおかげで皆が　学べる　ことを
途中2年　吉　田　　　恵

日

中

友

好

「
福
岡
県
青
年
の
船
」

団

員

募

集

日
本
と
中
国
の
友
好
親
善
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
郷
土
発
展
の
た
め
に
努

力
す
る
健
全
は
講
笹
の
育
成
を
目
的
と

し
て
5
8
年
度
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
訪
問
期
間
　
昭
和
5
0
年
5
月
1
7
日
∵
（

5
月
0
0
日
（
十
四
日
間
）

▽
新
関
先
　
中
輩
人
民
共
和
国
（
上

海
、
杭
州
、
天
津
、
北
京
）

▽
応
募
資
格
　
日
本
国
織
を
布
し
、
耐

和
5
0
年
1
月
1
日
現
在
潤
2
0
載
以
上

2
8
裁
未
満
の
男
女
で
、
県
内
に
一
年

以
上
居
住
し
て
お
り
、
職
場
、
背
軍

団
体
、
地
域
に
お
い
て
活
発
な
活
動

が
期
待
さ
れ
る
者
。
協
調
性
に
富
み

規
律
あ
る
団
体
生
活
が
で
き
、
心
身

共
に
強
健
は
者
。
学
生
は
除
く
（
夜

間
部
は
可
）

▽
参
加
費
用
　
八
万
日
及
び
認
滋
賀

▽
申
込
期
間
　
1
2
月
6
日
－
昭
和
5
8
年

1
月
2
0
日

▽
そ
の
他
∴
轟
副
・
部
後
に
四
回
の

研
修
あ
り

▽
申
込
先
　
教
育
餐
貝
会
社
会
致
脊

諌㊨

（

2

9

3

）

1

3

5

5

．

I

 

i

i

●

1

－

－

－

－

－

－

1

－

－

●

I

●

i

∴

‘

－

I

＿

ヽ
三
－
】
、
ノ
ヽ
′
ヽ
－
－
≡
ヽ
‘
ノ
ー
、
．
三
三
ヽ
で
ヽ
′
ヽ
－
－
三
．
ヽ
′
ヽ
′
ヽ
－
三
－
－
ゝ
ヽ
‘

中
央
公
民
館
内
図
沓
室
・
児
童

図
書
室
は
、
文
化
祭
の
た
め
日
月

2
6
日
（
金
）
と
n
月
2
7
日
（
土
）

休
み
ま
す
。

使
用
済
切
手
の
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

移
動
県
政
相
談
が

開
か
れ
ま
す

年
金
、
福
祉
、
道
路
、
河
川
、
衛
生

公
害
、
消
蟹
生
活
、
交
通
部
故
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
昭
和
5
7
年
1
2
月
1
5
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
－
1
6
時

▽
揚
∴
所
。
直
火
公
民
館

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
媒
総
務

部
広
報
室
　
鰐
0
9
2
（
6
5
1
）
1

2
3
4
へ
ど
う
ぞ
。

岡
垣
町
少
年
剣
道
大
会
の
結
果

曝
1
0
月
3
1
日
、
岡
垣
町
体
育
館
で
岡
垣

町
体
育
協
会
主
催
の
「
第
8
同
園
虜
町

少
年
剣
道
大
会
∧
吉
田
林
争
奪
戦
V
L

が
開
か
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
切
手
売
さ
ば
き
組
合
で
は
、

恵
ま
れ
は
い
国
の
人
々
に
医
薬
品
等
を

送
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
使
用
済
切
手

の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
こ
諮
問
い
た
だ
き
、
使

用
済
切
手
を
お
近
く
の
助
手
亮
さ
ば
き

所
に
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
聞
合
光
∴
遠
賀
町
切
手
売
さ
ば
き
組

合
長
　
今
橋
的
助

㊥

（

2

9

3

）

0

0

3

8

本
町
剣
道
教
室
生
も
出
場
し
、
俊
秀

な
成
鎖
を
お
さ
め
ま
し
た
。

▽
個
人
戦

。
小
学
生
女
子
四
年
生
以
下
の
郵

便
∴
勝
　
白
石
有
子
（
松
ノ
本
）

三
　
枇
　
二
村
美
知
子
（
鬼
津
）

o
中
学
生
女
子
の
都

債
∴
勝
－
金
子
美
智
代
（
東
和
苑
）

郵
便
勝
　
二
栂
∴
滑
子
（
鬼
津
）

▽
団
体
戦

o
中
学
生
の
郊

準
優
勝
　
堀
口
隆
祐
（
東
和
苑
）

大
硲
雅
志
（
上
別
府
）
金
子
美
智
代

（
東
和
苑
）
石
橋
仁
硲
（
浅
木
）
松

尾
　
聡
（
広
漠
）

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

住
宅
金
融
公
庫
の
増
・
改
築
、
修
繕

の
資
金
融
資
は
、
昭
和
的
確
2
月
2
8
日

ま
で
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
1
0
月
8
日
か
ら
、
融
資
限
度
額
が
三

百
万
円
か
ら
、
三
百
五
十
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
金
　
利
　
年
六
・
五
％

▽
償
還
期
間
　
1
0
年
以
内

今
年
度
第
3
回
の
個
人
向
け
融
資
は

日
月
m
日
か
ら
日
月
0
0
日
ま
で
受
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
公
庫

業
務
を
取
り
扱
う
金
融
機
関
、
ま
た
は

住
宅
金
融
公
旗
福
岡
支
所
　
㊨
0
9
2

（
7
1
2
）
　
5
5
5
5
へ
ど
う
ぞ
。



第303号（11）公園筒の彿

税　金　を　き　ち　ん　と　納　め　正　し　く　つ　か　お　う
遠中3年　園　美智代

一
飯
二
一
級

技
能
士
通
信
講
座

広
渡
小
学
校
の
健
康
対
策
に
高
い
評
価

〝
全
国
優
秀
校
〟
を
受
賞

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
働
い
て
い

る
人
が
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専
門
的
知

識
を
習
得
で
き
る
講
座
を
開
い
て
い
ま

す。▽
訓
練
科

。
一
級
　
機
械
加
工
科
、
仕
」
げ
科

板
金
科
、
配
管
科

。
二
級
∴
磯
城
科
、
建
築
科
、
金
属

漆
袈
科
、
時
計
修
理
科
、
洋
服
科

左
官
科
、
板
金
科
、
外
計
2
9
科

▽
受
講
資
格
　
実
務
経
韻
が
あ
れ
ば
だ

れ
で
も
受
講
で
き
る

▽
受
講
料
　
教
科
重
代
等
を
含
み
一
級

八
千
円
、
二
級
六
千
円

▽
訓
練
期
間
∴
棟
迎
一
カ
年
（
い
つ
で

も
受
付
け
る
）

▽
特
　
典
　
修
了
者
に
は
受
翻
し
た
訓

練
科
に
灼
応
す
る
技
能
検

定
職
稲
の
学
科
試
験
が
免

除

受
講
梁
肉
筆
は
、
八
幡
西
区
穴
生
3

丁
目
5
番
1
号
　
八
幡
総
合
南
等
職
業

訓
練
校
・
八
幡
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

㊨
（
6
4
1
）
6
9
0
9
へ
ど
う
ぞ
。

が
都
会
育

ち
の
甘
や

か
し
っ
子

で
苦
労
し

ま
し
た
が

や
っ
と
誌

騒
が
で
き

ま
し
た
。

六
万
年
の

車
で
二
度

日
月
3
日
、
今
年
の
全
日
本
健
康
優

良
学
校
表
彰
式
が
東
京
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
の
中
短
観
校
の
部
で
広
漠

も
全
国
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
こ
れ
以
上
の
遊
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
P
T
A
、
町
当

局
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お

か
げ
で
す
。
」
と
薗
び
の
感
想
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
校
は
1
0
月
2
9
日
に
山
形
県
で

文
都
大
臣
か
ら
学
校
安
全
枚
の
表
彰
も

受
け
ま
し
た
。

絶
縁
の
悪
　
い
屋
内
配
線
は

す

ぐ

修

理

し

ま

し

　

ょ

　

う

ー
小
学
校
が
全
国
優
秀
校
に
選
ば
れ
、
戯

言
校
長
、
児
遵
会
々
長
の
石
松
誠
君
、

一
副
会
長
の
津
田
知
美
さ
ん
の
三
人
が
由

－
崩
し
て
表
彰
状
・
憶
念
苗
を
受
け
取
り

一
ま
し
た
。

同
校
は
、
今
年
開
校
以
来
6
年
日
で

全
国
優
秀
校
の
受
賞
を
凧
和
5
5
年
に
受

賞
し
て
お
り
、
今
回
が
二
度
田
の
受
賞

です。藤
原
校
舷
は
、
「
本
校
は
、
約
八
剖

屋
内
の
配
線
や
態
気
器
具
の
絶
縁
抵

抗
値
は
、
1
0
0
ボ
ル
ト
回
路
で
は
旺
メ
グ

オ
ー
ム
、
狐
ボ
ル
ト
で
は
0
・
2
メ
グ
オ
ー

ム
と
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
抵
抗
値
は
、
漏
能
に
上
る
感
得
や
火

災
が
防
止
で
き
る
被
爆
の
値
で
す
。

九
州
砥
気
保
安
協
会
の
調
査
技
師
が

2
年
に
一
回
測
定
に
伺
い
、
そ
の
緒
栗

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
感
屯
や
火

災
が
発
生
し
て
か
ら
で
は
お
そ
す
ぎ
ま

す
。
絶
縁
が
悪
い
と
通
知
さ
れ
た
ら
、

す
く
修
遷
し
ま
し
ょ
う
。

（
財
）
九
州
電
気
保
安
儀
会



第303号　　　　　　　　　　　　　　僅⑱館の餌（12）

松ノ木（今古賀789番地）
あき‥　C

冨田　明子ちゃん

（誓え云さんの長女）
昭和57年5月13日生

まんまろお顔でいつもこ
つこつ笑顔がかわいい赤ち

ゃんです。5カ月になりま

すが、下の歯が2本出て、離
乳食もリンゴと卵をよく食
べます。パパとママの期待

どおり明るい子に育ちます

▽　▽
対場
象
者　所

千代丸（別府2764番地のl）

永田　美和ちゃん

（奏代筆さんの長女）
昭和57年4月13日生

一週間前から食草の時は
一緒に食べます。イスに座

らせると「アーアー」と言

って催促をします。最近で
は、ハイハイもできるよう

になり楽しそうにハイ回っ

ています。

お　金公　平　に　使　っ　て　い　か　そ　う　み　ん　な　の

遠申3年　黒　木　美　香

掴
隅
鰹
衝
簡
仙
瞳
の
無
暗
謬

一

1

－

1

（

（

（

l

）

I

i

I

I

）

I

－

・

－

～

外
か
ら
帰
っ
た
ら
：
つ
か
い
を
し
　
へ

一
て
か
ぜ
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
一

～

　

－

′

）

1

－

－

1

．

i

．

－

i

′

）

　

－

I

I

）

）

」

◎
期
　
日
　
1
2
月
7
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
約
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
母
子
事
態
を
受
領

す
る
人
の
み
）

▽
内
　
容
　
産
前
・
産
後
の
す
ご
し
力

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

1
歳
6
カ
月
児
検
診

◎
糊
　
口
　
1
2
月
9
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
m
分
－
1
4
時

▽
内
　
容
　
身
体
測
定
　
保
健
指
導

診
察
（
内
科
・
歯
科
）

▽
詩
参
拉
　
母
子
手
帳
・
検
診
繋

▽
料
　
金
　
無
料

三
種
混
合
予
防
接
穂

▽
接
極
目
　
1
2
月
1
7
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

授
産
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
揚
∴
所
　
中
央
公
民
館

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
9
月

2
5
日
号
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
期
　
日

▽
時
　
間

∇
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

1
2
月
1
4
日
（
火
）

9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
閲
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
7
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

膀
胱
炎

折
尾

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館

1
歳
6
カ
月
－
1
歳
8
カ

月
児
（
昭
和
5
6
年
4
月
～

6
月
生
）

同
一
今
回
は
、
跨
胱
炎
の
後
遺
庭

に
つ
い
て
、
お
話
し
く
た
さ
い
。

答
　
膀
胱
炎
を
治
顕
し
な
い
で
い
る

と
、
慢
性
化
し
た
り
、
炎
症
は
腎

臓
に
及
ん
で
階
孟
炎
を
ひ
き
お
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

膀
胱
過
敏
症
と
無
症
候
牲
細
菌
尿

と
い
う
二
つ
の
後
進
症
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

問
二
　
筋
胱
過
敏
症
と
は
ど
ん
な
病

気
で
す
か
。

答
　
症
状
と
し
て
は
、
排
尿
痛
、
頻

尿
、
残
尿
、
不
快
感
が
あ
り
、
膀

眺
炎
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
尿

を
調
べ
る
と
、
き
れ
い
で
透
明
で

細
菌
は
ま
っ
た
く
み
と
め
ら
れ
な

い
と
い
う
ふ
し
ぎ
な
病
気
で
す
。

同
一
－
一
ど
ん
な
人
に
多
い
で
す
か
。

答
　
別
名
で
膀
胱
神
経
症
と
い
わ
れ

る
位
で
す
か
ら
神
経
質
な
人
に
多

い
の
で
す
。
不
安
、
心
配
、
緊
張

急
激
な
気
候
の
変
化
に
擬
し
、
頻

尿
、
不
快
感
を
感
じ
る
の
も
水
痘

の
一
型
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
月

経
不
順
、
あ
る
い
は
閉
経
期
に
膀

胱
の
尿
の
圧
出
力
の
低
下
に
よ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

に

つ

い

て

　

m

田
圭
産
婦
人
科
田
中
壮
介
～

同
国
霊
候
性
雷
尿
と
は
、
ど
一

ん
な
病
気
で
す
か
。
　
　
　
　
～

答
膀
胱
過
敏
症
と
は
逆
で
、
排
尿
～

痛
、
頻
尿
等
は
、
ま
っ
た
く
あ
り
一

ま
せ
ん
。
尿
に
は
蟹
が
言
に
～

締
経
堂

と
が
多
い
の
で
す
。
　
　
　
　
一

里
霊
候
性
嘗
尿
は
ど
う
し
～

て
お
こ
る
の
で
す
か
。
　
　
　
　
～

答
ひ
と
口
に
言
う
と
麗
炎
の
中
～

途
半
端
な
治
療
に
よ
る
の
で
す
。
）

治
題
を
い
っ
た
ん
始
め
た
ら
バ
イ
一

菌
が
死
滅
す
る
ま
で
続
け
ね
ば
は
～

り
ま
せ
ん
。
苦
痛
が
と
れ
た
た
め
　
～

治
警
中
止
す
る
と
バ
ィ
菌
は
王

穀
に
な
り
坑
薗
剤
に
強
い
抵
抗
を
ー

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
）

耐
性
菌
と
言
う
も
の
で
す
。

同
穴
∴
筋
胱
疫
の
完
治
の
判
罵
叫

によるのですか。　　　　－

答
尿
が
無
菌
に
な
っ
た
と
き
が
完
～

謹
露
彊
彊
輩

で
す
。
病
状
が
全
快
し
て
も
主
治

医
の
お
許
し
が
出
る
ま
で
止
め
て

は
い
け
ま
せ
ん
。



（13）　鉱⑭宙の釘　　　　　　　　　　　　　　第303号

12月分し尿くみ取り予定表

町 �も �鹿 児 島 �鹿 児 �大 型 

内 �え な い コ く ��島 本 線 か �本 線 を �家 

全 域 ��ら 南 側 地 区 �ら 北 側 地 区 �庭 ゴ ミ 

12 月 8 �プ空 ラカ �12 月 �12 �ペチ ッレ トビ 机冷 
スン チ’ ツ空 ��月 

日 枝 �クビ 製ン 雪が �22 日 �8 日 �、蔵 い属 す、 “家 

び 12 月 �ゴラ ムス 等窄 同 課 �水 �水 �白兵 転、 

車趣 等具 

22 日 ����ふ 

類 ���と ん 

くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（水） �西町、木守 �若松、尾崎 

呈＿埜1 �東町、浅木の一郭 �広渡 

3（金） � � 

1旦 �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

皇＿些⊥ � �別府、木守、老良 

11（土⊃ �‾而棒：‾て晒÷ 若松 � 

13（月） �旧任（旧3号線南側） �鬼津 

14（火） �遠賀Iii � 

竺＿壬生1 �遠賀Iii � 

16（木） � � 

17（金） �新町 � 

18（土） �新町 � 

20（月） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

21（火） �新町、広波（中卒田） � 

22（水） �鬼津、若松、別府（高瀬） � 

23（木） �尾崎、今古賀、別府、新町 � 

4（金） �別府 � 

25（±⊃ �尾崎、上別府、忠生淳、浅木 � 

26（月） � �老良 

7（月） �浅木 �今古賀、島津 

28（火） �浅木 �（饉喰） 

大切な税金　みんなの手で　正　し　く　納めよ　う
道中3年　田　口　陽　子

口
臭
は
人
に
不
快
な
感
じ
を
与
え

な
が
ら
、
自
分
で
は
気
が
つ
か
ず
、

人
に
言
わ
れ
て
ハ
ッ
と
す
る
…
…
始

末
の
悪
い
も
の
で
す
。

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
カ
レ
ー
や
ギ

ョ
ウ
ザ
な
ど
二
才
イ
の
強
い
も
の
を

食
べ
た
後
の
残
臭
な
ら
、
口
を
水
で

よ
く
す
す
ぐ
と
時
間
と
と
も
に
自
然

に
口
臭
は
消
え
ま
す
。

ま
た
、
歯
の
磨
き
方
や
義
鎮
の
手

入
れ
が
悪
い
た
め
に
食
べ
た
も
の
の

か
す
が
た
ま
り
、
こ
れ
が
ニ
オ
イ
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
歯
ブ

ラ
シ
を
ま
め
に
、
て
い
ね
い
に
使
う

こ
と
で
す
。

口
臭
は
エ
チ
ケ
ッ
ト
避
反
だ
と
い

う
こ
と
を
自
覚
し
て
、
口
の
中
は
常

に
清
潔
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し

よ
ヽ
つ
e

J
ふ
て
，
の
，
う
う

歯
肉
炎
や
歯
槽
腺
漏
、
虫
歯
な
ど

歯
の
病
気
が
あ
る
抱
合
や
、
胃
や
食

道
、
鼻
、
気
管
、
肺
に
病
気
が
あ
る

場
合
も
、
口
の
中
が
臭
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

一
番
多
い
の
は
歯
肉
炎
や
歯
槽
膜

満
で
、
こ
れ
ら
の
患
部
か
ら
出
る
膿

汁
と
、
歯
と
歯
肉
の
す
き
間
や
歯
石

の
下
な
ど
に
た
ま
っ
た
食
べ
か
す
が

い
っ
し
ょ
に
な
り
、
こ
こ
に
細
菌
が

繁
殖
し
て
一
一
才
イ
を
発
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
歯
の
治
猿
を
受

け
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
で
す
。
同
時

に
臨
み
が
さ
を
正
し
く
行
う
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

胃
な
ど
に
病
気
が
あ
る
場
合
の
口

臭
は
、
専
門
医
の
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
先
決
で
す
が
、
治
療
を
受
け
な

が
ら
も
、
う
が
い
薬
な
ど
を
使
っ
て

口
の
中
を
さ
っ
ぱ
り
さ
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▽
期
　
日
　
1
2
月
3
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

。
中
央
公
民
館

9
時
3
0
分
～
日
時
5
0
分

o
木
守
公
民
館

▽
対
象
者

▽
検
診
内
容

1
3
時
～
1
5
時

6
5
歳
以
上
の
人

o
検
尿
。
血
圧
測
定

。
問
診
　
o
血
色
素
検
査

無
料

1
2
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表



第303号　　　　　　　　　　　　　　　鎗⑭西の彿（14）

健康的な食生活を送るためI

お米を中心とした食事を

、．′i●●●■一、．・●‘、●●－●●．●●‾ヽ●・●●．●－●●・．．・‘、，－…〟．一‾ヽ…●一ヽ－ノー●●．′◆“ヽ．●●

l

l　ン　　えい蒋えは　し見ず豊平食
i　スおてわ来て敵てる。ま也生お
の米いゆ’い米い
とを　く　る心ま型る
れ中も成験すの人
だ心の大病　○栄も
日　と　と病やこ雲多の大
本す予に勤の退く偏個
型る憩か脈傾刺、っ大
食、さか硬向　夕持たの
生業れる化がイに会食
活饗ま人な続プ
をバすがどく　が
維ラ。増のと増

の食生活をた食べ方を特に最近で

く　蕪を　彊：藷　彊；
l一へ●一、●●・・一一●●－●●一一…●一一…・一一●へ一一ヽ‘●・●、一・・．．一、．●●・、j

P �F �C 

（タンパク質） �（脂肪） �（炭水化物 

理想型 �12－13 �20－i30 �57、68 

日　本 �12．9 �25．1 �62．0 

アメリカ �12．5 �44．1 �43．4 

税金を正し　く　納め　住み良い町を　作り　出そう
遠申2年　江　頭　美名子

「
ご
ほ
ん
が
大
好
き
／
」
写
真
は
旧
仔
の
原
田
正
武
さ

ん
の
（
畏
女
）
由
縁
ち
ゃ
ん
と
、
（
良
男
）
大
哉
ち
ゃ
ん

の
か
P
F
C
カ
ロ
リ
ー
苺
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
理
想
型
と
現
在
の
日
本

ア
メ
リ
カ
の
食
生
活
の
カ
ロ
リ
ー
比
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
米
を
中
心
と
し
た
、
日
本
人
の

生
活
は
、
栄
養
の
面
か
ら
見
る
と

均
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ま
し
い
姿
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま

。
し
か
し
個
人

そ
こ
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

の
が
お
母
さ
ん
の
役
割
で
す
。
子
供

が
健
康
的
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に

ます。

l
，
●
．
I
i
ヽ
i
．
．
．
，
l
l
i
●
．
．
●
●
i
●
－
●
．
●
″
l
1
．
．
●
●
＿
ヽ
1
．

特
す
る
た
め
に
は
、
子
供
の
こ
ろ
の

食
生
活
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

と
、
栄
養
の

常
に
、
幼
児
期
は
食
生
活
の
基
礎

が
で
き
る
大
切
な
時
期
で
す
。
こ
の

こ
ろ
の
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
や
、
主

食
の
あ
り
方
が
習
慣
化
し
て
、
大
人

に
な
っ
て
も
続
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

腕
を
振
る
っ
て
く
だ
さ
い
。

幼
児
に
「
お
米
を
中
心
と
し
た
食
生

活
を
・
・
i
・
∴
・
i
L
と
言
っ
て
も
、
幼
児
は
お

母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
料
理
を
食
べ

る
の
か
′
仕
醇
〃
で
す
。
そ
こ
で
、
お

母
さ
ん
に
、
お
米
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
米

の
良
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
お
米
は
良
質
な
タ
ン
パ
ク
源

タ
ン
パ
ク
質
の
人
体
内
で
の
利
用
効

率
を
示
す
プ
ロ
テ
ィ
ン
ス
コ
ア
　
（
数
値

が
商
い
ほ
ど
質
が
良
く
体
内
で
効
果
的

に
利
用
さ
れ
る
）
で
見
ま
す
と
、
理
想

タ
ン
パ
ク
源
と
言
わ
れ
る
タ
マ
ゴ
一
〇

〇
に
対
し
て
、
お
米
は
七
七
で
、
牛
肉

の
八
〇
、
牛
乳
の
七
四
と
ほ
ぼ
同
じ
に

な
っ
て
お
り
、
小
変
粉
、
大
豆
の
五
五

よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単

価
的
に
見
て
も
、
他
の
タ
ン
パ
ク
質
と

比
べ
て
続
演
的
で
す
。

▽
理
想
的
な
お
米
中
心
の
食
生
活

な
ぜ
、
お
米
を
中
心
と
し
た
食
生
活

が
栄
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
や
す
い
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の

よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
ご
ほ
ん
そ
の
も
の
の
カ
ロ
リ
ー
が
低

い
の
で
、
ほ
か
の
食
品
と
の
組
み
合
わ

せ
が
い
ろ
い
ろ
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
お
か
ず
が
そ
ろ

え
ら
れ
る
の
で
す
。

⑤
ご
ほ
ん
は
和
・
洋
食
、
中
華
な
ど
、

ど
ん
な
お
か
ず
と
も
合
い
ま
す
。

⑧
ご
ほ
ん
は
満
腹
感
が
強
い
の
で
、
カ

ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ
を
防
げ
ま
す
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
の
か
P
F
C
カ
ロ

リ
ー
比
で
す
。
P
は
タ
ン
パ
ク
質
、
F

は
脂
肪
、
C
は
炭
水
化
物
を
表
し
、
こ

れ
ら
三
大
栄
糞
素
か
ら
ど
の
よ
う
な
割

合
で
熟
最
を
取
っ
て
い
る
か
を
示
し
た

こ
れ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
人

の
食
生
活
は
平
均
的
に
は
ま
さ
に
理
想

的
で
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
欧
米
諸
国
で

は
日
本
の
食
生
活
の
あ
り
方
を
，
健
康

に
ょ
い
食
べ
方
〟
と
し
て
注
目
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
安
心
は
し
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

日
本
人
の
個
人
個
人
の
食
生
活
を
見

る
と
、
特
に
若
い
人
の
間
で
脂
肪
分
を

多
く
取
る
〟
欧
米
型
〟
の
食
部
を
好
む

傾
向
が
強
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す。
こ
う
し
た
傾
向
が
続
け
ば
、
今
後
、

欧
米
の
よ
う
に
、
栄
饗
の
偏
り
か
ら
く

る
心
臓
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
成
人
病

に
か
か
る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
、
健
康
的
な
食
堂
活
を
演

出
す
る
お
米
の
役
割
を
認
識
し
て
わ
が

家
の
食
生
活
を
見
画
し
て
み
て
く
だ
さ

い。



（15）塵㊨館の紺　　　　　　　　　　　　　　　　第303号

献血著に対する合議血液検査
病気の早期発見と予防のために、次のサービスを行っています。

捜　査　の　覆　顔 目　　　　　　的

血液比重測定

ABO式血液型測定

Rh式血液型測定

抗体スクリーニングテスト

梅誌血清学的検査

HB抗源の検査

肝稔能（GOT）の検査

血清コレステロール測定

血清たんばく質の測定

血清蛋白アルブミン対グロブIlン此

アルカリフォスターゼ検査

尿素・窒素測定

貧血などのチェック

A型、0型、B型、AB型の測定

特殊血液型（志）の測定

輸血副作用を起こす抗体のチェック

梅毒感染の防止

血清肝炎病源体のチェック

急性肝炎、肝臓機能障害のチェック

黄痕、動脈硬化等のチェック

むくみや、栄養不良等のチェック

肝硬変等のチェック

胆道開塾、骨疾患のおそれ及び妊婦等のチェック

腎機能不全等のチェック

健康穴りり食生活
二二　二．：：：：：：“こ：＝

野乗を
食べよう

健康な体を保つには、食事

の栄養バランスに気．を配る必

貫があります。

しかし、カロリーの取I）過

ぎlこよる．肥満、偏食のための

貧血が問題になるなど、みん

ながみんな、栄養ノバランスの

とれた食事をしているとは言

えません。好きな食べ物は多

く、逆に、嫌いだとあまり箸

をつけない、ということにな

りがらです。

毎回の食事で不足しやすい

のは、野菜類ではないでしょ

うが。特に、ホウレンソウ、

ニンジン、ピーマンなどの緑

黄色野菜は、子供や若い人た

ちには敬遠されることが多い

ようです。

野乗は大きく「緑黄色野菜」

と、ダイコンやハクサイなどの
「その他の野菜」とに分けら

られますが、とちりにもわた

したちの体になくではならな

い各種のビタミンやミネラル

類が重富に含まれています。

野菜に含まれるビタミン・

ミネラル類にはノ欠のものがあ

ります。

・ビタミン類

ビタミンA C・皮膚や砧

紙の健康を保つ。毛細血管

や軟骨などを強くする。
・ミネラル顛

鉄　カルシウム・血をつく

る。歯や骨を強くする。

また、ゴボウ　セロリなど

繊維質の野斉には：当通じク　を

良くする働きもあります。も

っと野菜を食べましょう。

み　　ん　　な　　で　　納　　税　　豊　　か　　な　　社　　会
遠中2年　二　木　千穂美

▽
実
施
日
　
　
昭
和
即
年
1
2
月
6
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
　
的
時
～
1
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
　
役
場
玄
関
前

◎
献
血
が
で
き
る
方
は

。
満
1
6
歳
以
上
、
6
5
歳
末
渦
の
人

o
体
重
が
、
男
子
4
5
向
、
女
子
4
0
佃
を
こ
え
ろ
人

o
比
重
が
、
一
、
〇
五
二
以
上
の
人

採
血
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
採
血
の
と
き
は
医
師
が

診
察
し
、
決
し
て
無
理
な
採
血
は
し
ま
せ
ん
。
採
血
後
は
、

普
通
の
仕
蝉
や
入
浴
、
お
酒
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

．
7
㊨
⑪
①
O

M
∴
M
 
M
∴
互
、
J

あ

な

た

の

心

の

贈

　

り

　

も

　

の

お
ん
が
短
歌
会
談
草

河
山
　
端
普
選

一
極
に
て
広
く
蔭
な
す
だ
ぷ
の
木
の
木

下
に
地
蔵
安
ら
げ
く
居
ま
す高

崎
　
咲
江

桑
畑
の
名
残
と
ど
め
ろ
一
本
の
桑
の
木

い
つ
し
か
伐
ら
れ
て
お
り
ぬ

一
日
　
房
子

池
岸
の
蒲
の
穂
辞
に
場
は
映
え
て
風
立

ち
来
れ
ば
色
変
り
見
ゆ

木
原
い
の
え

あ
か
と
き
を
鎮
守
の
森
よ
り
流
れ
来
る

宮
司
の
叩
く
太
鼓
ひ
び
き
ぬ垂

広
　
　
勝

こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
く
音
泌
み
入
る
縁
に
居

て
語
ら
う
人
と
て
無
さ
思
い
持
つ

白
石
と
し
子



第303号　　　　　　　　　　　　　　　℡㊨西め紺（16）

12月上期の遠賀町主要行事 
日 �曜i行車内竺」 ���時　　間 �実施会場i担当課名1日的及び主な対象等I詳細 

凱 �：∴∴∴∵∴　÷∴∴　∴一∴∴．∴∴i 

1 �水－－－ ��� �勤労者 体育センター �社会教育課 � � 

19 � �中央公民館 �社会教育課 �印込者のみ � 

2 �木上ザークラフト教室巨00ー12：00 ����中央公民年会教育課 ��申込者のみ　【 

3 �金 �i �9 13 � ��住　民　課 �i6誠以上の人　13ページ 

i社会教育課 I �町内在住萬齢者 � 

4 �土車館長会計：30一　国公司社会教育課i各地区公民醸　） 

月 �－　∴∴∴品 ��‥00－15車軸耳 ��福祉課匡な16歳一統歳末満の方 ��15ページ 

7 ��竺＿三＿三三土 ��00－・ �」墾盤上務謙l各地区々長　l 
中　編　相　中 ���30 �鰯申‾言‾言‾云‾幸手蹴　　十2ページ 

廿慧 ���卓 上9 �30－15：30 �譲二丁社会粥課匡住臥 ��� 中央公車社会教育課 ��申込者のみ　i 

9 �レザ＿クラフト教室〈10：00＿12：。。 ����中央公民館 �阜会輔車者云＝‾‾‾‾‾‾‾‾、‾‾‾T－ 木 i �1歳6カ月児検診巨 　　　【 ��10－14：00 �中央公民館i住民課庫6年4月－6腫れの ���12ページ 

10 �串配。勘合厨相談 ��【10 �00－・15：0 �公理別館車祉諌惇繊粥叶8ページ 

ヰ卿重圧民諜匡後7－12カ月児112ページ 
30－　申鵬 ��社会網課悔醗貝、輔部叫 

15 �水－ �∴「∴∴∴∴十一十 ���樺饗ンJF言下義人　」 
夜間栄饗教室車 ��国吉中央公民館く社会教育課 ���瞳のみ　i 

暴　力　に　負　け　ぬ　勇　気　の110番

公
給
領
収
証
を

受
頂
り
ま
し
ょ
う

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
は
、
皆
様
方

が
、
料
理
店
・
バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・

飲
食
店
・
旅
館
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
場

合
に
、
そ
の
利
用
料
金
の
十
％
が
税
金

と
な
り
、
料
金
と
合
わ
せ
て
請
求
さ
れ

る
税
で
す
。

ま
た
、
仕
出
し
屋
・
料
理
店
・
飲
食

店
等
か
ら
家
庭
や
公
民
館
な
ど
に
出
前

を
受
け
た
場
合
も
同
じ
よ
う
に
課
現
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
旅
館
で
は
、
一
人
一
泊
二
食

四
千
円
以
下
、
飲
食
店
（
仕
出
し
、
出

前
を
含
む
）
な
ど
は
一
人
二
千
円
以
下

の
料
金
に
は
税
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
料

理
店
・
バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
は
、

す
べ
て
税
が
つ
き
ま
す
。

税
が
つ
い
た
場
合
、
経
営
者
は
皆
様

方
に
公
給
領
収
証
を
お
渡
し
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
と

り
お
嬢
め
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
若
松
財
務
車
務

所
同
税
課
∴
㊨
（
7
6
1
）
4
0
2
6

へ
ど
う
ぞ
。


